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山城地域における府立学校再編整備計画の構成

Ⅰ 府立高校改革推進計画に基づく第３次実施計画

Ⅱ 府立養護学校の再編整備計画に基づく南部地域実施計画



府立高校改革推進計画に基づく第３次実施計画



府立高校改革推進計画に基づく

第３次実施計画

Ⅰ 計画の趣旨

山城地域における公立中学3年生数は、昭和63年のピーク時に比べ、現在は半数近くにま
で減少し、府立高校の小規模化が進んでいます。このことは、生徒の多様な進路希望等に応じ
た教育課程の編成や活力ある部活動を行う上での課題となっています。
京都府教育委員会では 「府立高校改革推進計画」に基づき、各学校が活力ある多様な教育、

、 、活動が展開できる望ましい学校規模を確保するとともに 特色ある高校を適正に配置するため
再編整備に係る懇談会や、地元府民、学校関係者への説明会等でいただいた様々な御意見をも
とに検討を進め、この度 「第3次実施計画」を策定しました。、

Ⅱ 計画の内容

１ 府立高校の規模の適正化・適正配置

◎適正な規模の確保と特色ある高校の適正配置

多様で活力ある教育を展開するため、宇治市域の2校及び八幡市域の2校の高校を発
展的に再編し、両校の伝統や校風を継承し、新しい魅力ある高校として整備します。

○宇治市域

＜再 編対象校＞ 城南高校

西宇治高校

＜再 編 年 度＞ 平成21年度

＜再編整備場所＞ 西宇治高校校地

＜課程・学科等＞ 全日制課程 単位制普通科及び単位制専門学科

○八幡市域

＜再 編対象校＞ 八幡高校

南八幡高校
＜再 編 年 度＞ 平成19年度

＜再編整備場所＞ 八幡高校校地（一部南八幡高校校地も活用）

＜課程・学科等＞ 全日制課程 普通科総合選択制及び専門学科

２ 新しい多様で柔軟な教育システムの構築

◎普通科の特色づくりと多様化

生徒の興味・関心を高める特色あるコースを設定する「普通科総合選択制」を導入
します。

＜実 施 校＞ 八幡高校

平成18年度＜実 施 年 度＞

＜通 学 区 域＞ 山城通学圏

＜選 抜 方 法＞ 一般選抜及び推薦入学

＜一般選抜の実施方法＞ 単独選抜
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《府立高校の規模の適正化・適正配置》

府立高校の再編整備（宇治市域）
－城南高校・西宇治高校－

「府立高校改革推進計画」に基づき、多様で活力ある教育を展開するため、城南高校と
西宇治高校を再編整備し、西宇治高校の校地で専門学科と普通科を併置した単位制による
魅力ある高校教育を創造します。

《宇治市域》

事 項 内 容

再編対象校 城 南 高 校（昭和23年開校）
西宇治高校（昭和52年開校）

再 編 年 度 平成２１年度

再編整備場所 西宇治高校校地を活用

校 名 両校関係者による「校名等検討委員会（仮称 」にて検討）

課程・学科等 全日制課程
単位制普通科及び単位制専門学科

現 行
城

第Ⅰ類

南 再 編 後普通科

再第Ⅱ類

専門学科・単位制

（人文･社会科学、自然科学系）編

普通科・単位制
西 現 行 校

宇
普通科・単位制

治
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教育内容の ○新しい時代を切り拓く､多様で専門性豊かな教育を､単位制により展開
主 な 特 色

〈基本コンセプト〉

：豊かな国際感覚や実践的コミュニケーション能・国際化への対応

Communication 力を育成（ ）

時代を拓く創造性 ：研究施設等での最先端科学技術の体験実習、大・

（Creation） 学・研究機関等との連携による創造性のかん養

：地域にゆかりのある文化の研究・調査、古典研・未来文化の創造

（Culture） 究等による幅広い教養を基に未来文化を創造す
る力を育成

※ 具体的な教育内容については、｢再編校準備委員会(仮称)｣にて検討

再 編 方 法 ○平成19年度から両校の定員を縮小、平成21年度再編校開校

城南高校 西宇治高校

３年生 ３年生＜１８年度＞
２年生 ２年生
１年生 １年生

３年生 ３年生＜１９年度＞
２年生 ２年生

１年生 １年生

３年生 ３年生＜２０年度＞
２年生 ２年生

１年生 １年生

＜２１年度＞ 西宇治高校校地にて
再 編 校 開 校

※ 平成19年度から城南高校普通科を新しい専門学科(単位制)に改編
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《府立高校の規模の適正化・適正配置》

府立高校の再編整備（八幡市域）
－八幡高校・南八幡高校－

「府立高校改革推進計画」に基づき、多様で活力ある教育を展開するため、八幡高校と
南八幡高校を再編整備し、八幡高校の校地（南八幡高校の校地も一部活用）で普通科総合
選択制と専門学科による魅力ある高校教育を創造します。

《八幡市域》

事 項 内 容

再編対象校 八 幡 高 校（昭和46年開校）
南八幡高校（昭和58年開校）

再 編 年 度 平成１９年度

再編整備場所 八幡高校校地を活用
（南八幡高校校地も南キャンパス（仮称）として一部活用）

校 名 両校関係者による「校名等検討委員会（仮称 」にて検討）

課程・学科等 全日制課程
普通科総合選択制及び専門学科

現 行
八

再 編 後第Ⅰ類
普通科 本幡

再第Ⅱ類 校 普通科 総合選択制
編

南現 行
人間科学・校

ｷｬﾝ 専門学科南
普通科 総合選択制 福祉系統

ﾊﾟｽ八
ｵﾌｨｽ情報幡

専門学科
流通ﾏﾈｰｼﾞﾒﾝﾄ
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教育内容の ○学習や進路の幅広いニーズに対応する普通科総合選択制の導入
主 な 特 色 ・大学に接続する高度な学習内容、環境・流通・情報系など多様な

コースを設定

○人間科学・福祉系統の専門学科の設置
・教育・医療・福祉・介護系統の大学等進学や資格取得に対応
・福祉施設の訪問、養護学校との交流、高大連携、地域でのボラン
ティア活動等をとおして、豊かな未来社会に寄与する福祉マイン
ドを育成

★平成22年度からは、全国初の総合養護学校併設（南キャンパス（仮称 ））

による学習活動、学校行事等の日常的な相互交流

※ 具体的な教育内容については、｢再編校準備委員会(仮称)｣にて検討

※ 中高一貫教育の在り方についても研究協議会において研究

再 編 方 法 八幡高校 南八幡高校

３年生 ３年生＜１８年度＞
２年生 ２年生
１年生 １年生

（本校） （南ｷｬﾝﾊﾟｽ）＜１９年度＞ 再編校開校
３年生 ３年生
２年生 ２年生
１年生 １年生

※ 平成18年度から八幡高校に普通科総合選択制を導入

※ 平成19年度から南キャンパス（仮称）に専門学科（人間科学・福祉系統）を

設置
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《新しい多様で柔軟な教育システムの構築》

普通科総合選択制の導入
－八 幡 高 校－

八幡市域の府立高校の再編整備に先立って、平成１８年度に八幡高校に、普通科総合

選択制を導入します。

普通科総合選択制では、生徒の興味・関心、進路目標に応じ、コースや選択科目の主

体的な選択を通じて、生徒一人一人の個性の伸長や多様な進路希望の実現にきめ細かく

対応します。

平 成 １７ 年 度 平成18年度（コース名は仮称）

普通科 文 系 数理科学コース３学級
第Ⅰ類 一般系 文化科学コース

普通科 社会科学コース ５学級
文理系 ２学級 普 通 科

第Ⅱ類 表現科学コース 程 度総合選択制
健康科学コース

生活科学コース

※ 募集定員については、別に定めます。

１ 設置理由

多様な希望進路に対応するコースを設けた特色ある学校に転換し、生徒の能力や個性

の伸長、希望する進路の実現を図る。

２ 通学区域及び選抜方法
通 学 区 域 選 抜 方 法

普通科総合選択制 山城通学圏 一般選抜及び推薦入学

３ 普通科総合選択制のコースの内容
学科名 内 容コース名 仮称（ ）

数学・英語・理科を中心に学習し、将来、大学の自然科学系学部へ数 理 科 学
進学するための学力を養成します。

国語・英語・地理歴史を中心に学習し、将来、大学の人文科学系文 化 科 学
学部へ進学するための学力を養成します。

国語・英語・公民を中心に学習し、将来、大学の社会科学系学部へ社 会 科 学
普 通 科 進学するための学力を養成します。

総合選択制 言語や芸術等を中心に学習し、総合的なコミュニケーション能力の表 現 科 学
育成を図り、すべての人が豊かに触れ合える社会を追究します。

健康やスポーツを中心に学習し、健康の保持増進を実践する能力の健 康 科 学
育成を図り、すべての人が健康な生活を送れる社会を追究します。

衣食住の身近な生活を中心に学習し、豊かな生活を創造する能力の生 活 科 学
育成を図り、すべての人が快適な生活を送れる社会を追究します。



府立養護学校の再編整備計画に基づく南部地域実施計画



府立養護学校の再編整備計画に基づく

南部地域実施計画

Ⅰ 計画の趣旨

南部地域における府立養護学校の再編整備については 「府立養護学校の再編整備計画」、
において、ノーマライゼーションを一層推進するため、地域社会に密着した養護学校の教
育機能の充実という観点から、向日が丘養護学校と南山城養護学校の通学区域は縮小し、
宇治市、八幡市、城陽市、久御山町を新たに２つの通学区域に再編する。また、城陽養護

。学校の通学高等部については 現行どおりとするとの再編の基本方向を示したところです
この基本方向に基づき関係市町と調整を行うとともに、再編整備に係る懇談会や地元府

民、学校関係者への説明会等でいただいた様々な御意見をもとに検討を進め、この度「南
部地域実施計画」を策定しました。
この再編整備により、京都府内すべての地域の知的障害と肢体不自由の児童生徒が、同

一地域から同一の養護学校へ通学することが可能となります。地域の医療・福祉・労働等
関係機関と緊密に連携し、障害のある児童生徒への総合的なサポート体制を充実してまい
りたいと考えています。

Ⅱ 計画の内容

ノーマライゼーションを一層推進するため、地域社会に密着するとともに、地域の特別
支援教育のセンター的役割を担う、専門性の高い養護学校を２校新設します。

１ 養護学校の新設

○宇治市内養護学校

＜通学区域＞ 宇治市・城陽市
＜開校年度＞ 平成23年度
＜設置場所＞ 現城南高校校地
＜障害種別＞ 知的障害・肢体不自由
＜設置学部＞ 小学部・中学部・高等部
＜主な特色＞ 京都府の特別支援教育の拠点校

地域の医療・福祉・労働等関係機関との連携強化

○八幡市内養護学校

＜通学区域＞ 八幡市・久御山町・桃山学園
＜開校年度＞ 平成22年度
＜設置場所＞ 現南八幡高校校地を活用（同一敷地内に高校を併設）
＜障害種別＞ 知的障害・肢体不自由
＜設置学部＞ 小学部・中学部・高等部
＜主な特色＞ 福祉系学科の高校と日常的な交流が可能

地域の医療・福祉・労働等関係機関との連携強化

２ 既設養護学校の通学区域縮小等

○向日が丘養護学校

＜通学区域＞ 向日市・長岡京市・大山崎町

○南山城養護学校

＜通学区域＞ 京田辺市・綴喜郡・相楽郡

○桃山養護学校

教育機能を新設する２校に移し、平成22年度をもって廃止



参考資料



- 1 -

南部地域の府立養護学校再編後の通学区域等

○ 設置校と障害種別

（現状） （再編後）

向日が丘養護学校（知・肢）

城陽養護学校 （知・肢・病）

桃山養護学校 （知） 南山城養護学校 （知・肢）

向日が丘養護学校（知・肢）

新 設 校城陽養護学校 知・肢・病（ ）

南山城養護学校 （知・肢）

宇治市内養護学校（知・肢）

八幡市内養護学校（知・肢）知…知的障害、肢…肢体不自由、病…病弱

○ 通学区域の現状と再編後の状況

山 城 教 育 局 管 内
乙訓教育局

久 御 桃 山 京田辺市、
管 内 八幡市 宇治市 城陽市

綴喜・相楽郡山 町 学 園

桃 山知 的 南
現

山
向日が丘 南山城

城
状

向日が丘肢 体

新 設 新 設再 知 的
向日が丘 南山城八幡市内養護学校 宇治市内養護学校

編

後 肢 体

○ 通学区域（再編後）

学 校 名 等 通 学 区 域

向日が丘養護学校 向日市・長岡京市・大山崎町

南山城養護学校 京田辺市・綴喜郡・相楽郡

宇治市内養護学校 宇治市・城陽市

八幡市内養護学校 八幡市・久御山町・桃山学園

※ 城陽養護学校の通学区域は変更無し
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〔参考図〕



～ 未来デザイン・応援プラン ～

京都府教育庁指導部高校改革推進室

特別支援教育課

〒６０２－８５７０

京都府京都市上京区下立売通新町西入藪ノ内町

電 話 ０７５－４１４－５８５３（高校改革推進室）

Ｆａｘ ０７５－４１４－５６９８

電 話 ０７５－４１４－５８３４（特別支援教育課）

Ｆａｘ ０７５－４１４－５７３９

http://www.kyoto-be.ne.jp/kyoto-be/




